
　　　　未償却残高＝{（光信号引込等設備の取得固定資産価額（15,887 円　22,266 円）―光信号引込等設備の

　　　　　　　　　　　　　　残存価額）×光信号引込等設備の耐用年数残存期間比率＋光信号引込等設備の残存価

　　　　　　　　　　　　　　額}×（１＋貸倒率）

備　　考

　　　　　　

ア 光信号引込等設備を撤去する場合

イ 当社が設置した光信号分岐端末回線収容キャビネット等を
撤去する場合

内　　　　容

　　　　　耐用年数残存期間比率＝光信号引込等設備の耐用年数経過までの日数／（光信号引込等設備の耐

　　　　　用年数（25 年）×365（閏年にあっては 366 とします。））

　　　　イ　貸倒率については、第１表（接続料金）第２（網改造料）２（料金額）２－３（年額料金の算定に係る比

　　　　　率）によります。

315円292円

　　(2)　光信号引込等設備の撤去に要する費用は、以下のとおりとします。

　第 34 条の６（光信号引込等設備の取扱い）第１項から、第３項又は第５項の規定に基づき、当社が光信号引込等
設備を撤去する場合は、次の算出式により協定事業者が負担する額を算定します。

区　　　　分

　　１　適用

　第１　光信号引込等設備の維持等に係る負担額

第４表　光信号引込等設備に係る負担額

　　(1) 光信号引込等設備の未償却残高は、次の算出式により算定します。 

　　　　ア　光信号引込等設備の耐用年数残存期間比率は、次の算出式により算定します。 

１光信号引
込等設備ご
とに月額

１光信号引
込等設備ご
とに月額

　第２　光信号引込等設備の撤去に係る負担額

　負担額＝光信号引込等設備の未償却残高＋光信号引込等設備の撤去に要する費用

458円

41円

２（負担額）第１欄に掲げる負担額については、協定事業者が光信号分岐
端末回線との接続を終了した場合において、当社がその光信号分岐端末
回線に係る光信号引込等設備を維持等するときに適用します。

２（負担額）第２欄に掲げる負担額については、協定事業者が２（負担額）
第１欄に掲げる負担額を負担する場合に適用します。

内　　　　容

光信号
引込等
設備維
持負担
額

　　　　　　

9,210円

当社の光屋
内配線（主と
して一戸建て
の建物に設置
される形態に
より設置する
ものに限りま
す。）が設置さ
れていないも
の

１光信号引
込等設備ご
とに月額

　　１光信号引込等設備ごとに

76円

243円②

当社が設置した光信号
分岐端末回線収容キャ
ビネット等にその光信号
引込等設備が収容等さ
れているもの

協定事業者が設置した
光信号分岐端末回線収
容キャビネット等にその
光信号引込等設備が収
容等されているもの

17,111円

①

当社が
光信号
引込等
設備を
維持等
するた
めに要
する負
担額

料　金　額

243円

458円

248円

463円

区　　　　分

(1) 光信号引込等設備維持負担額の
適用

(2)

(1)

(2) 光信号引込等設備管理負担額の
適用

　　２　負担額

区　　　　分 単　　　位

１光信号引
込等設備ご
とに月額

(ｱ)

(ｲ)

当社の光屋内配線（主として一戸建ての建
物に設置される形態により設置するものに
限ります。）が設置されているもの

光信号
引込等
設備管
理負担
額

当社が維持等する光信号引込等設備の情報の管理を行う
とともにその負担額を請求するために要する負担額
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